
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
、

「
棚
田
地
域
等
緊
急
保
全
対
策
事
業
」
、

「
ふ
る
さ
と
・
水
と
土
保
全
推
進
事
業
な 

ど
各
制
度
、
事
業
の
成
立
は
全
国
棚
田

(

千
枚
田)

連
絡
協
議
会
が
毎
年
棚
田
サ

ミ
ッ
ト
を
開
催
し
、
全
国
的
な
棚
田
保
全

活
動
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
一
つ
の

動
因
と
な
り
、
国
や
関
係
機
関
の
ご
理
解
、

ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
成
果
で
す
。 

 

四
谷
の
千
枚
田
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
業

の
う
ち
「
直
接
支
払
制
度
」
に
よ
る
集
落

協
定
を
結
び
、
交
付
金
の
支
払
い
を
受
け

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
「
ふ
る
さ
と
・
水

と
土
ふ
れ
あ
い
事
業
」
で
は
作
業
道(

景

観
道)

や
都
市
交
流
の
場
「
ふ
れ
あ
い
広

場
」
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

棚
田
・
里
山
を 

「重
要
文
化
的
景
観
」に 

 

文
化
庁
は
、
「
重
要
文
化
的
景
観
の
選

定
制
度
」
の
運
用
方
針
を
策
定
し
、
十
七

年
四
月
二
十
六
日
付
け
で
、
各
都
道
府
県
、

指
定
都
市
、
中
核
市
、
関
係
独
立
行
政
法

人
に
通
達
し
ま
し
た
。
十
六
年
の
文
化
財

保
護
法
改
正
で
は
、
棚
田
や
里
山
な
ど
、

人
と
自
然
と
の
関
わ
り
の
中
で
作
り
出

さ
れ
た
優
れ
た
景
観
を
「
文
化
的
景
観
」

と
定
義
し
文
化
財
の
一
領
域
に
位
置
づ

け
る
と
と
も
に
、
特
に
重
要
な
「
文
化
的

景
観
」
を
都
道
府
県
・
市
町
村
の
申
出
に

基
づ
き
、
国
が
「
重
要
文
化
的
景
観
」
と

し
て
選
定
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。 

文
化
的
景
観
の
定
義
、
重
要
性 

 

文
化
的
景
観
と
は
、
以
下
の
文
化
財
を

指
し
ま
す
。 

地
域
に
お
け
る
人
々
の
生
活
又
は
生
業
及

び
当
該
地
域
の
風
土
に
よ
り
形
成
さ
れ
た

景
観
地
で
我
が
国
民
の
生
活
又
は
生
業
の

理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

(

文
化
財
保
護
法
第
二
条
第
１
頂
第
五
号
よ
り) 

 

文
化
的
景
観
は
、
日
々
の
生
活
に
根
ざ

し
た
身
近
な
景
観
で
あ
る
た
め
、
日
頃
そ

の
価
値
に
は
な
か
な
か
気
付
き
に
く
い

も
の
で
す
。
文
化
的
景
観
を
保
護
す
る
制

度
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
文
化

的
な
価
値
を
正
し
く
評
価
し
、
地
域
で
譲

り
、
次
世
代
へ
と
継
承
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。 

 

文
化
的
景
観
の
中
で
も
、
文
化
財
と
し

て
の
価
値
か
ら
特
に
重
要
な
も
の
に
つ

い
て
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
申
出
に

基
づ
き
、
「
重
要
文
化
的
景
観
」
と
し
て

選
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

重
要
文
化
的
景

観
に
選
定
さ
れ
た

も
の
に
つ
い
て
は
、

現
状
を
変
更
し
、
あ

る
い
は
そ
の
保
存

に
影
響
を
及
ぼ
す

行
為
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
文
化
財
保

護
法
に
よ
り
、
文
化
庁
長
官
に
届
け
出
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
通
常

の
生
産
活
動
に
係
る
行
為
や
非
常
災
害

に
係
る
応
急
処
置
等
に
お
い
て
は
、
そ
の

限
り
で
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
文
化
的
景

観
の
保
存
活
用
の
た
め
に
行
わ
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
、
た
と
え
ば
調
査
事
業
や

保
存
計
画
策
定
事
業
、
整
備
事
業
、
普
及
、

啓
発
事
業
に
対
し
て
は
、
国
か
ら
そ
の
経

費
の
補
助
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
制
度
は
、
平

成
十
七
年
四
月
一
日
の
文
化
財
保
護
法

の
改
正
に
よ
り
始
ま
っ
た
新
し
い
文
化

財
保
護
の
手
法
で
す
。 

 

こ
の
文
化
的
景
観
の
制
度
は
、
従
来
の

国
宝
重
要
文
化
財
と
か
、
史
跡
・
名
勝
、

天
然
記
念
物
の
よ
う
に
非
常
に
強
い
縛

り
、
規
制
の
あ
る
制
度
で
は
な
く
、
む
し

ろ
、
そ
の
土
地
利
用
の
中
で
今
の
規
制
の

制
度
の
中
で
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
も

の
を
そ
の
地
域
の
人
達
の
そ
れ
に
対
す

る
思
い
と
、
そ
れ
を
次
世
代
に
繋
い
で
い

こ
う
と
い
う
思
い
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
ベ

ー
ス
に
し
て
非
常
に
穏
や
か
な
規
制
の

も
と
に
、
地
域
の
人
た
ち
が
み
ず
か
ら
が

受
け
入
れ
ら
れ
る
規
制
を
つ
く
り
挙
げ

て
、
そ
の
も
と
に
保
存
の
措
置
を
講
じ
て

い
く
と
い
う
内
容
で
す
。 

す
で
に
千
葉
県
の
大
山
千
枚
田
や
佐

賀
県
の
蕨
野
棚
田
な
ど
が
文
化
的
景
観

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
に
も
多
く

の
棚
田
が
指
定
へ
の
名
乗
り
を
あ
げ
て

お
り
ま
す
。 

             

 

四
谷
の
千
枚
田
は
鞍
掛
山
の
恵
み(

湧

き
水)

を
受
け
、
長
い
歴
史
の
中
で
築
き

上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
し
て
、
こ
の
と
こ

ろ
耕
作
道
や
都
市
交
流
の
場
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
の
整
備
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
、
む
ら

づ
く
り
受
賞
な
ど
千
枚
田
を
柱
に
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
景
観
を
満

た
し
た
中
に
あ
る
文
化
的
な
価
値
を
活

か
し
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
た
め
に

も
「
文
化
的
景
観
」
制
度
の
導
入
を
提
言

し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

舜) 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 

 
 第 51 号  

家
族
写
真 

下
げ
て
金
髪 

案
山
子
立
つ  

西
尾
市 

深
見
ゆ
き
子 

秋
澄
ん
で 

水
音
連
な
る 

千
枚
田 

 
 

 

西
尾
市 

鈴
木 

梢 



新
城
ラ
リ
ー
昇
格
記
念 

            

十
一
月
十
日 

(

玖
老
勢 

桃
の
久
保
林

道)

・
十
一
日(

庭
野 

玉
の
木
林
道)

で
行

わ
れ
た
自
動
車
レ
ー
ス
「
新
城
ラ
リ
ー
」

は
、
今
年
か
ら
全
日
本
選
手
権
に
昇
格
し
、

そ
の
記
念
と
し
て
作
ら
れ
た
「
特
別
限
定

純
米
酒
」
百
六
十
本(

五
合 

三
千
円)

が

予
約
販
売
さ
れ
、
お
手
元
に
は
ク
リ
ス
マ

ス
に
届
け
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
記
念
酒
は
四
谷
の
千
枚
田
で
小

山
泰
弘(

保
存
会
長)

が
育
成
、
天
日
干
し

た
「
ミ
ネ
ア
サ
ヒ
」
を
奥
三
河
の
醸
造
メ

ー
カ
ー
「
ほ
う
ら
い
せ
ん
」
の
関
谷
醸
造

で
醸
し
た
エ
コ
純
米
酒
で
す
。 

昨
年
行
わ
れ
た
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
で
は
千
枚
田
が
第
一
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
、
そ
の
交
通
整
理
、
接
待
に

お
助
け
隊
や
棚
田
の
お
っ
母
さ
ん
が
協

力
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。 

横
浜
ゴ
ム
地
域
に
貢
献 

横
浜
ゴ
ム
（
株
）
は
CO2
の
削
減
を
図
る

た
め
会
社
敷
地
内
に
ド
ン
グ
リ
を
植
樹
、

１
０
０
０
年
の
杜
の
造
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
〔
詳
細
は
四
谷
の
千
枚
田
４
９
号

に
掲
載
〕
同
社
は
企
業
が
社
会
に
貢
献
の

一
環
と
し
て
環
境
に
や
さ
し
く
育
て
ら

れ
た
稲
藁
を
「
千
枚
田
の
保
全
に
頑
張
っ

て
い
る
皆
さ
ん
の
お
役
に
た
て
ば
」
と
高

価
に
買
い
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

千
枚
田
の
耕
作
者
は
「
こ
れ
で
、
お
か

ず
や
肥
料
が
買
え
る
」
と
大
変
喜
び
、
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

岡
崎
あ
る
こ
う
会 

十
一
月
四
日(

日)

、
岡
崎
市
の
あ
る
こ
う

会
の
会
員
約
七
十
人
が
千
枚
田
か
ら
鞍

掛
山
に
上
り
ま
し
た
。 

当
日
は
会
員
の
要
望
で
千
枚
田
の
概
要

説
明
を
小
山
舜
二
が
行
い
ま
し
た
。 

           

東
京
棚
田
フ
ェ
ス
テ
バ
ル 

十
一
月
十
日(

土)

、
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

主
催
の
第
二
回
東
京
棚
田
フ
ェ
ス
テ
バ

ル
が
有
楽
町
の
東
京
交
通
会
館
で
開
か

れ
、
棚
田
地
区
特
産
品
販
売
や
全
国
二
十

ヶ
所
の
新
米
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
四
谷
の
千
枚
田
か
ら
は
「
恵
ま
れ
た

湧
き
水
と
ハ
ザ
架
け
で
作
っ
た
幻
の
米 

ミ
ネ
ア
サ
ヒ
」
と
し
て
出
品
し
ま
し
た
。 

掲
示
板 

◇
鳳
来
中
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
ク 

 

十
一
月
十
七
日(

土)

、
鳳
来
中
学
校
の

ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
ク
が
連
谷
地
内
の
与

良
木
峠
や
方
瀬
の
根
道
を
コ
ー
ス
に
行

わ
れ
ま
す
。
安
全
誘
導
や
史
跡
説
明
な
ど

に
「
お
助
け
隊
」
が
先
輩
風
を
吹
か
し
な

が
ら
案
内
し
ま
す
。 

◇
ふ
れ
あ
い
教
室
・学
芸
会 

連
谷
小
で
は
十
一
月
十
七
日(

土)

、
ふ

れ
あ
い
教
室
を
開
き
ま
す
。 

今
年
も
千
枚
田
で
『
米
作
り
』
の
体
験
学

習
を
行
い
、
収
穫
で
き
た
糯
米
を
使
っ
て

地
区
の
皆
様
と
と
も
に
昔
な
が
ら
の
餅

つ
き
が
行
わ
れ
ま
す
。
全
校
十
名
の
子
ど

も
た
ち
も
、
恒
例
に
な
っ
た
『
ふ
れ
あ
い

教
室
』
で
皆
様
と
い
ろ
い
ろ
な
交
流
が
で

き
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。 

ふ
れ
あ
い
教
室
の
日
程
と
内
容 

わ
ら
を
使
っ
て 
九
時
四
十
五
分
～ 

連
谷
明
老
ク
ラ
ブ
の
協
力
で
行
い
ま
す
。 

も
ち
つ
き 

十
一
時
十
五
分
～ 

野
外
で
蒸
し
、
杵
と
石
臼
で
餅
を
つ
き
、

あ
ん
こ
、
き
な
こ
、
大
根
お
ろ
し
、
海
苔

等
お
好
み
に
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

温
か
い
豚
汁
も
あ
り
ま
す
。 

餅
つ
き
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

午
後
一
時
か
ら
学
芸
会
が
行
わ
れ
、
四
番

目
に
全
校
生
徒
で
「
千
枚
田
で
の
米
作
り

と
食
育
の
取
り
組
み
か
ら
」
と
題
し
た
発

表
・
群
読
が
あ
り
ま
す
。 

◇
新
城
ラ
イ
オ
ン
ズ 

十
一
月
二
十
一
日(

水)

、
新
城
Ｌ
Ｃ
は
新

城
観
光
ホ
テ
ル
で
定
例
会
を
行
い
、
そ
の 

席
で
「
四
谷
の
千
枚
田
の
保
全
活
動
」
に

つ
い
て
小
山
舜
二
が
講
演
し
ま
す
。 

◇
餅
つ
き
大
会 

十
二
月
九
日(

日)

、
「
田
吾
作
」
恒
例

の
餅
つ
き
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。
当
日
は

田
吾
作
こ
だ
わ
り(

有
機
・
減
農
薬
栽
培)

の
糯
米
、
粳
米
の
販
売
も
行
い
ま
す
。 

 

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
志
は
お
受
け

し
ま
す
。 

◇
み
ん
な
の
奥
三
河 

(

シ
リ
ー
ズ)

 

十
二
月
九
日(

日)

、
新
・
体
験
交
流
ガ

イ
ド
「
み
ん
な
の
奥
三
河
」
が
開
か
れ
、

お
助
け
隊
指
導
に
よ
る
ミ
ニ
門
松
作
り

が
行
わ
れ
ま
す
。 

午
後
は
田
吾
作
主
催
の
餅
つ
き
大
会

に
参
加
し
ま
す
。 

行 
 

平
成
十
九
年
十
一
月
十
五
日 

  
 

 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文 
 

責 

小 

山 

舜 

二 

００７ ラリー参加車両 


